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　1．はじめに

　第6回目となる欧州成層圏オゾンシンポジウムが

2002年9月2日（火）～6日（土）にかけてスウェー

デンのヨーテボリ（G6teborg）市のチャルマー（Chal－

mers）大学で開催された．本シンポジウムの背景や簡

単な歴史については今号の「情報の広場」（笠井ほか，

2003）を参照されたい．

　今回のシンポジウムはオープニングセッションから

始まり，その後，EC（EuropeanCommission）の成層

圏研究群に従って，「オゾンやオゾン関連物質のグロー

バル観測（GATO）」，「航空機が引き起こす気候変動と

オゾン破壊（CORSAIRE）」，「成層圏オゾン破壊

（SOLO）」，「オゾンと気候変動の相互作用（OCLI）」，

「大気中の紫外放射（ATUV）」の5つのセツションが

行われた．セッション毎に4，5件の招待講演が行わ

れ，ポスター閲覧を1時間行った後，出席者全員でセッ

ションの内容が議論された．以下，招待講演を中心に

セッション毎に会議内容を報告する．シンポジウム5

日目は全体討論と称しECの成層圏研究の予算や将来

計画が議論されたが本稿では省略する．

　また講演のアブストラクトはEORCU（European
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ことができる．

　2．オープニングセッション

　オープニングセッションではSchlager（独・DLR）

から航空機の影響について，この会議の組織委員であ

るMurtagh（スウェーデン・チャルマー大学）から

Odin衛星の最新結果について，そしてHarris（英・

EORCU）からVINTERSOLキャンペーンについて
招待講演が行われた．

　Schlagerは，航空機から排出されたNO。，エアロソ

ル（ススや硫酸を含む），CO2，H20などが上部対流圏・

下部成層圏の化学と放射に及ぼす影響についてまとめ

た．Murtaghは2001年2月にスウェーデンから打ち上

げられたOdin衛星搭載の2つの測定器SMRと
OSIRISの説明や最新の観測結果を示した．現在のと

ころ，順調に観測が行われているようであった．今後

は様々な科学的解析が待たれるところである．ちなみ

にVersion2データは，基本的にクローズであるが，

2002年の冬にNILUのデータベースを通じて共同研

究者に配信するとのことである．HarrisはVINTER－

SOLについてその詳細を紹介した．VINTERSOLは

多数の人工衛星観測の検証とオゾン破壊の研究を行う

プロジェクトである．その一環として，2002／03年の冬

から春にかけて北極で大規模な気球等の観測が行わ

れ，南極では2003年の冬から春にオゾン破壊の研究観

測が行われる（QUOBI観測）．また各種衛星観測とそ

の検証も含まれている．それらはENVISAT衛星

（2002年3月打ち上げ）に搭載されたMIPAS，．

SCIAMACHY，GOMOS（いずれも欧州のセンサ）に

加え，GOME（ERS－2衛星搭載，1995年4月打ち上げ，
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欧州のセンサ），POAM　Ill（SPOT－4衛星搭載，1998

年3月打ち上げ，米国のセンサ），SAGE　III（Meteor－

3M衛星搭載，2001年12月打ち上げ，米国のセンサ），

SMR（Odin衛星搭載，2001年2月打ち上げ，欧州のセ

ンサ），OSIRIS（同，カナダのセンサ），ILAS－II

（ADEOS－II衛星搭載，2002年12月打ち上げ，日本のセ

ンサ）である．また，2002年末と2004年にはブラジル

で気球・航空機観測が行われる予定である．

　3．オゾンやオゾン関連物質のグローバル観測

　　　（GATO）

　初日の午後にはGATOセッションが行われた．

Chipperfield（英・リーズ大学）は特に中緯度でのオゾ

ントレンドを議論した．中緯度でのオゾン全量を変動

させる要因として，成層圏大気循環の変化，極域起源

の空気塊の影響，中緯度での化学的破壊，対流圏界面

高度の変化などが挙げられる．これらの相対的な重要

性を調べるため，1979年から1998年にかけてECMWF

データで強制した3次元のSLIMCATモデルが用い

られた．成層圏でのハロゲンの増加に伴う化学的破壊

が中緯度のオゾン全量に効いているとのことである．

モデルは，一部期間を除き北半球におけるオゾン全量

の観測結果を良く再現したが，南半球では観測値と一

致が良くなかった．また，極域のオゾン破壊量に目を

向けると，モデルは南半球での観測結果を良く再現し

たが，北半球では過小評価した．

　Rohs（独・FZJ）は1977年から2000年にかけての

CH4のトレンドについて発表した．140PPbvのN20

混合比（およそ21hPaレベルに相当）を基準にする

と，＋1PPmv／yrのH20トレンドの約35％はCH4の

増加トレンドに起因していることが示された．また，

H2のトレンドについても結果が示された．統計的に有

意なトレンドは何も見出されなかったということであ

る．Ridal（スウェーデン・SMHI）は成層圏のH20と

CH、の同位体比について発表した．同位体比から期待

されることは，空気塊の起源や年齢（age）を知ること，

トレンド解析への応用，更には雲などの微物理過程（粒

子を介した脱水過程など）を知ることなどである．

　CH，DからHDOへの酸化過程を考慮に入れた1次

元のモデルをSMRからのHDO／H20比の緯度高度

断面図と比較した．SMRによる全球分布は連続観測

の衛星センサを利用したものとしては世界初である．

両者の全体としてのパターン（例えば30km付近では

より低緯度ほど軽いなど）は良く一致したが，下部成

層圏での最低値はモデルよりも観測の方が低くなって

いた．今後はモデルの改良を進めていくそうである．

一方，Ricaud（仏・ボルドー大学／CNRS）はSMRか

らのCIOの全球分布を示した．他にも03，HNO3，N2

0のリトリーバル結果も示していた．2001年12月の北

極域でのC10が3次元モデルReprobusと比較され，

モデルよりも観測のCIOが大きくなっていることな

どが示された．さらに，CO，BrO，HCHOの高度分布

導出の可能性についても示されていた．

　最後に個人的な感想を述べると，Odinからのデータ

はかなり“使えそう”な印象を持った．Odin搭載セン

サと同様な測定化学種のENVISAT搭載センサの各

グループには，これから“使える”データを出すべき

時期において，良い刺激になっているのではないかと

思う．先述したように2003年は9つの成層圏大気セン

サが運用予定である．NILU等の各種デrタベースを

通じて互いに上手くデータを利用し合うことが肝要で

あろう．　　　　　　　　　　　　　　　（杉田考史）

　4．航空機が引き起こす気候変動とオゾン破壊一上

　　　部対流圏・下部成層圏の研究一CORSAIRE

　2日目は，ECの研究群CORSAIREに関するセッ
ションが行われた．CORSAIREでは主に上部対流圏・

下部成層圏（UTLS）における諸過程が，熱帯と中緯度

に分けて議論された．熱帯や中緯度に焦点を当てた

セッションは，これまでの欧州成層圏オゾンシンポジ

ウムには無く，今回のシンポジウムで初登場した．コ

ミュニティーとして極域以外もきっちりやっていくぞ

という意気込みが感じられる．本シンポジウムでは，

2日目午前に熱帯のUTLS領域について，午後に中緯

度についてのセッションが行われた．それぞれのセッ

ションでは，4件の口頭発表の他，熱帯に関して11件，

中緯度に関して23件のポスター発表が行われた．

　4．1熱帯域の上部対流圏・下部成層圏

　Peter（スイス・ETHチューリッヒ）は，熱帯対流

圏界面層（TTL）における水蒸気の微物理過程につい

て，近年の成層圏水蒸気の増加トレンドにおける雲粒

子の役割を含めた詳細なレビューを行った後，1999年

2～3月に南西インド洋で行われた航空機観測キャン

ペーン（APE－T｝1ESEOtropics）で得られた結果を紹

介した．一番目立った成果は，高度約17kmでUltrath－

inTropicalTropopauseCloud（UTTC）が発見され

たことである．観測されたUTTCは厚さが200～300

mと薄く，光学的深さが地上から見える雲に比べて桁

30 “天気”50．5．
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違いに小さく，パイロットの目には見えない（subvisi－

ble）巻雲である．このUTTCが不均一反応化学にお

いて，また脱水過程においてどのような役割を果たす

のか調査することがこれからの課題として挙げられて

いた．

　MacKenzie（英・ランカスター大学）は，APE－

THESEOと同時期に西赤道インド洋で行われた航空

機観測の結果を報告した．このキャンペーンでは非常

に活発な脱水現象が観測され，温位プロファイルと雲

の存在，また水蒸気圏界面（水蒸気濃度の鉛直分布に

見られる対流圏と成層圏の境目）高度の関係について

議論が行われた．Volk（独・フランクフルト大学）は

APE－THESEOキャンペーンにおけるトレーサ物質

濃度観測から，TTLにおける輸送過程を議論した．そ

の結果，TTL領域への成層圏空気塊の侵入は観測さ

れなかったが，高度18～21kmにおいて中緯度空気塊

の侵入が確認された．また，観測されたオゾンプロファ

イルとオゾン生成率の関係から，TTL内平均で2m／s

（約2K／day）の上昇速度が見積もられた．Bregman

（オランダ・KNMI）は，全球輸送モデルにおけるmass

imbalance問題を改善する為の新しい手法を提出し

た．このmass　imbalanceは，モデルの風と地表面気

圧変化傾向の不一致から生じる．これを補正するため

にこれまではグリッド上でのフラックス調整が行われ

てきたが，今回の手法ではスペクトル空間でフラック

ス調整を行った．この手法により，F　UTLSでのオゾン

分布と空気塊の平均年齢が良く再現されるようになっ

た．

　4．2　中緯度の上部対流圏・下部成層圏

　Stohl（独・ミュンヘン技術大学）は成層圏一対流圏

交換（STE）を調査するSTACCATOプロジェクトの

成果をまとめた．彼らはSTEの新しい描像として，

STEを成層圏から対流圏への輸送（STT）と対流圏か

ら成層圏への輸送（TST）に分けて議論し，対流圏深

くまで侵入するSTTイベントが重要であることを示
した．

　観測研究からは，山頂での7Be／10Beの同位体比観測

から成層圏起源の空気塊を推定し，上部対流圏のオゾ

ン変動におけるSTTの効果は10％程度あることを示

した．また様々なモデルで再現されたSTTを比較し

た結果，ラグランジアンモデルはSTTの効果を過小

評価するが，オイラーモデルは過大評価する傾向にあ

ることを示した．その他，STTが化学場に及ぼす影響

やSTEと気候変動の関係について議論を行った．こ

れらのSTACCATOプロジェクトから得られた結果

は近日Joumal　of　Geophysical　Research誌の特集号

で掲載されるそうである．Brenninkmeijer（独・MPI）

とCammas（仏・OMP）は，それぞれCARIBICと

MOZAICと名付けられた民間航空機を利用した観測

結果を紹介し，03，NOx，そして各種トレーサ物質な

どの濃度分布を示した．Crowley（独・MPI）は，上部

対流圏においてHOxの重要な前駆物質として知られ

ているアセトアルデヒドやメタノールといった部分的

に酸化された炭化水素（POH）とOHラジカルの反応

速度を低温条件で測定した．これにより，200Kほどの

低温状態におけるPOHの反応や巻雲の氷上での不均

一反応に関する理解が深まることが期待される．

　以上のCORSAIREセッションでは，観測プロジェ

クトやキャンペーンの成果のまとめが中心であった．

極域成層圏オゾンばかり見ている筆者は，中・低緯度

のUTLS領域に関する論文の内容を消化しきれてい

ないが，STEを含む輸送過程，粒子が絡んだ微物理過

程と不均一化学過程，水蒸気トレンドに見られる気候

変動絡みの話など，取り組むべき研究テーマが豊富に

あるということは実感できた．次回のシンポジウム（と

いっても時期・場所等は未定であるが）でこれらの諸

問題に関する理解がどう進んでいるのか期待したい．

　　　　　　　　　　　　　　　　（寺尾有希夫）

　5．成層圏オゾン破壊（SO：LO）

　このセッションの招待講演は北極成層圏のオゾン破

壊のみに焦点が当てられ，全体の討論が円滑に行われ

た．それらの講演および約70件のポスター発表のいく

つかは1999／2000年冬期北極で航空機観測により検出

された巨大な極域成層圏雲（PSC）粒子に基づいてい

た．この粒子の組成は硝酸三水和物（NAT）であった

と考えられており，粒径が10～20μmと大きかったた

め重力落下によって硝酸（HNO、）濃度が不可逆的に減

少した（脱窒）．

　さて，このセッションで印象に残ったことを以下に

紹介する．まずは，1999／2000年の冬季以外でも巨大

NAT粒子が存在する可能性があるということであ

る．Carslaw（英・リーズ大学）は3次元数値モデル

（SLIMCAT）にPSC粒子の微物理過程を含め，NAT

粒子と脱窒によるHNO3濃度の変化をシミュレート

した．この数値モデルは1999／2000年に観測された巨大

NAT粒子の存在を再現することに成功した．他の年

についてもNAT粒子と脱窒の3次元分布が計算さ

2003年5月 31
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れ，巨大NAT粒子の存在が示唆された．このモデル

は1996／1997年にILASによって観測されたHNO3の

鉛直分布を良く再現していた．しかしながら，このモ

デルは非常にシンプルな核形成モデルを用いていた．

依然として，巨大NAT粒子の生成に必要な核形成過

程が明らかにされていないことが分かる．

　気球による直接観測からも新しい結果が示された．

Deshlerほか（米・デンバー大学）によって2001年12月

に気球観測が行われ，PSC層の雲頂で固体粒子が検出

された．この粒子は山岳波の影響によって生成したと

考えられている．気球に搭載された質量分析計から，

この粒子のH20／HNO3比は1．5～2．0と測定された．

NAT粒子ならこの比は3になるので，観測された粒

子の組成はNATではない．組成を決定するには，今

後の詳しい解析や観測が必要であろう．

　オゾン破壊の定量的な理解について，SLIMCATモ

デルによる1月の破壊量がどの年でも過小評価されて

いたことが印象深かった（Simhuber，独・ブレーメン

大学）．その原因を知るために冬季の力学および塩素の

活性化の理解がさらに必要であることが指摘された．

　最後に余談ではあるが，筆者はSOLOセッションの

rapporteur（報告者の意味）として内容を取りまとめ

た．一緒にこのセッションを任された海外の研究者と

夜中まで議論をしたこと等，とても良い経験をするこ

とができた．シンポジウムの1か月前にrapporteurの

依頼を受け取ったとき，それを引き受けるかどうか

迷ったが，国立環境研究所の中島氏と神沢氏に励まさ

れ引き受けることを決意した．この場をお借りして，

両氏に感謝したい．　　　　　　　　　　（入江仁士〉

　6．オゾンと気候変動の相互作用（OCH）

　シンポジウム4日目の木曜日午前はOCLIのセツ

ションがあり，口頭発表4件とポスター発表22件がお

こなわれた．その内容はほとんどが近年話題になって

いる，成層圏オゾンの回復に対する力学場の寄与およ

びそのメカニズムについてで，特にモデル実験にもと

づく報告が多くあった．口頭発表はこういった中心的

話題で構成されていた．各口頭発表を簡単にレビュー

する．まずSchnadt（独・DLR）は力学一化学カップ

リングモデル（および他の同種モデルの比較）にもと

づいて，CFC，二酸化炭素そして力学場のオゾンに対

する影響について報告していた．力学場においては，

特に定常波の活動とオゾン場の変動の関連を示唆し，

更に何が定在波をもたらすかについても議論をおこ

なっていた．また，成層圏のプラネタリー波動の励起

源である対流圏内部の振動（北太平洋振動，NAO）に

も注目し，それとオゾン場の関係についても言及して

いたが，この時点では結論には至っていなかった．次

のHadjinicolaou（英・ケンブリッジ大学）も同様に

SLIMCATモデルやECMWFデータを用いた解析か
らオゾン分布と力学場，特に対流圏のNAOとの高い

相関について報告を行っていた．このように特に対流

圏のNAOと成層圏オゾンの関係に注目したものが多

く見られ，次のRex（ドイツ・AWI）もその相関につ

いて報告していたが，彼の研究において興味を引いた

のが，力学場と化学場のオゾン場に対する寄与の具体

的な計算で，オゾン全量におけるその寄与の年々変動

は化学場より力学場のほうが大きいことをモデル計算

を用いて示した．その値の妥当性については議論の余

地があると思われるが，近年オゾン場に対する力学場

の寄与の再評価が求められる中，その具体的な結果の

ひとつとして大変興味を引いていた．口頭発表最後は

Schmidt（独・ゲーテ大学）で，先の3人とは少し異な

り，二酸化炭素のトレンドおよび，それをトレーサー

として用いた気塊の年齢の見積もりに関する研究発表

を行った．データは大気球観測によるもので，研究の

着目点は非常にユニークで大変期待して発表を聞いた

が，結果についてはさらに今後を期待することとなっ

た．

　ポスター発表に関しても内容の傾向はほぼ同様で，

特に興味を持ったものをあげる．Kruger（独・ベルリ

ン自由大学）は2001年12月の成層圏突然昇温（大昇温）

が特異であるかどうかについて注目し，それが対流圏

の強いブロッキング現象にともなって起こったこと，

そしてそれが特異な状態ではなく今後も起こりうるこ

とを示唆した．このほかでは，最近よく見られる成層

圏の水蒸気トレンドの研究などが多く，トピックとし

てあまり目新しいものが見られなかったのが少し残念

であった．　　　　　　　　　　　　　　　（河本　望）

　7．大気中の紫外放射（ATUV）

　大気UV放射のセッションは木曜午後に行われた．

論文口頭発表があるセッションはこれが最後で，翌日

は全体討論になる．5人の著者が口頭発表したが，現

在のヨーロッパにおけるUV観測の位置づけ（意味）

はSeckmeyer（独・ハノーバー大学）の発表題目，“紫

外線気象学と評価のためのヨーロッパにおけるデータ

ベース（EDUCE）”に如実に現れている．このセッショ
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ンの全体討論の場でも意見が出たが，UV観測が成層

圏オゾン（というか大気化学）研究の一分野として研

究費獲得ができるか，議論があるという．つまり，大

気化学研究ではなく，保健・衛生というような人間の

健康に関わる分野ではないかというのだ．データを提

供するという，完全に実利用分野に位置づけた方が良

いという意見を無視できないというわけだ．

　Seckmeyerは，ヨーロツパの14か国でUV観測の

ネットワークを構築（中）しているその目的と活動内

容を紹介した．研究テーマとしては，Taalas（フィン

ランド・気象研究所一Kaurolaが代理発表）の講演主

題であった過去のUV放射量の推定，およびWebb

（英・マンチェスター大学）による地上での放射観測

データからActinicFlux（光子が単位時間当たりに単

位面積の水平面を通過する数，光化学作用フラックス）

を求める手法の確立，であろう．現実のネットワーク

を質の高い状態で維持するには，品質管理が欠かせな

い
． Bais（ギリシア・テサロニキ大学）は，各国の分

光測定器間の相互比較・検証，絶対校正の現状を報告

した．これは非常に細かい話で，分光器の特性から，

測定器の絶対校正の問題点，どのように観測器の相互

比較を行うか，という議論である．まさに品質維持の

話で，研究としての意味は議論しづらいかもしれない

最後にZerefos（ギリシア・テサロニキ大学）が，UV

放射に影響を与える対流圏オゾンについて，観測とモ

デルの比較の話をした．対流圏オゾンが高濃度を示す

事象を理解するには，長距離輸送とその間の気塊中で

の光化学反応が重要である，というまとめであった．

　ポスターには22編の発表があった（口頭発表分も含

む）が，内5編はキャンセルであった．主な内容とし

ては，各国のUV観測の現状報告（紫外線予報の準備

あるいは実施状況），相互比較，そしてActinicFlux導

出の話であった．唯r衛星観測でも重要な紫外線波

長領域（300～400nm）での雪面・氷の表面のアルベド

を航空機から観測した，という発表がEriksemと

Ascanius（デンマーク気象研究所）からあった．雪に

覆われていない地上部分でのアルベドは0．05程度であ

るが，海氷上では0．8以上になる．地上の状況で大きく

変わることが明白である．

　セッションの全体討論では，雲がある場合のUV量

予測モデルをどのように構築するか，という話で盛り

上がった．晴天時や層雲で覆われているような状況は

モデル化しやすいが，雲塊がちらばって存在している

状況をモデル化するのは難しい．まだ，これはという

パラメータ化はでていないようだ．

　最後に感想を一言．UVに関しては，確かにこの分野

の研究という位置づけはだんだん難しくなるかもしれ

ない．ヨーロッパでは積極的に国（気象庁？）がUV予

報を行っている．日本でもこうなるのだろうか．、シン

ポジウム全体としては，少な目といえども，200名を越

える研究者が集まるのだから，ヨーロッパの研究の底

力を感じる．ただ，これから数年はENVISAT衛星を

軸にした研究が進められる（予算も何とかでる）であ

ろうが，成層圏オゾンというキーワードをさらに進め

る方向性が見えてこなかった．ヨーロッパの研究者も

自問自答を繰り返しているようだったが，まだ答えは

出ていない．

　日本の秋を感じさせるヨーテボリ（英語ではゴーテ

ンボルグという発音に聞こえるのだが，スウェーデン

人はイェーテボリのように発音していた）では，会場

であるチャルマー大学へ向かう途中で立派な実をつけ

たリンゴの木を見つけた．手の届く範囲にリンゴの実

はついていなかったが，周辺の草の上にはいくつも落

ちている．余り傷のない実を頂戴して味見を試みた．

店で売っているリンゴと比べても何の遜色もない味

で，英語で疲れた頭にも舌にも，さわやかな秋のス

ウェーデンを実感した．　　　　　　　　（柴崎和夫）
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略語一覧（参考に筆者らの便宜的な日本語訳を掲載した）

APE－THESEO　Airbome　Platform　for　Earth　obser．

　vation－THird　European　Stratospheric　Experiment

　onOzone（地球観測航空機プラットホーム・第3回欧

　州成層圏オゾン実験）

ATUV　ATmospheric　UVradiation（大気中の紫外放

　射・ECの成層圏研究群のひとつ）

AWI　Alfred　WegenerInstitute（アルフレッド・ウェ

　ゲナー研究所）

CARIBIC　Civil　Aircraft　for　Regular　Investigation　of

　the　atmosphere　Based　on　an　Instrument　Container

　（定常大気研究のための民間航空機利用キャンペーン）

CFC　ChloroFluoroCarbon（クロロフルオロカーボン・

　通称フロンガス）

CNRS　Centre　National　de　la　Recherche　Scientifique

　（フランス国立科学研究センター）

CORSAIRE　COordination　of　Research　for　the　Study
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　of　AIRcraft　Impact　on　the　Environment（大気環境

　に及ぼす航空機の影響に関する研究・ECの成層圏研

　究群のひとつ）

DLR　Deutsche　Forschungsanstalt　ftir　Luft　und

　Raumfahrt（ドイツ航空宇宙センター）

ECMWF　European　Centre　for　Medium－range
　Weather　Forecasts（ヨーロッパ中期天気予報セン

　ター）

EDUCE　European　Database　for　UV　Climatology

　and　Evaluation（紫外線気象学と評価のためのヨー

　ロッパにおけるデータベース）

ENVISAT　ENVlronment　SATellite（欧州環境監視

　衛星）

ETH　Eidgen6ssische　Technische　Hochschule（スイ

　ス連邦工科大学）

FZJ　Forschungszentrum　J廿1ich（ユーリヒ総合研究機

　構）

GATO　Global　ATmospheric　Observations（オゾンや

　オゾン関連物質・グローバル観測・ECの成層圏研究群

　のひとっ）

GOME　Global　Ozone　Monitoring　Experiment（グ

　ローバルオゾン監視実験センサ）

GOMOS　Global　OzoneMonitoringbyOccultationof
　Stars（恒星掩蔽グローバルオゾン監視センサ）

ILAS　Improved　LimbAtmospheric　Spectrometer（改

　良型大気周縁赤外分光計）

ILAS　II　Improved　Limb　Atmospheric　Spectrometer

　II（改良型大気周縁赤外分光計II型）

KNMI　Koninklijk　Nederlands　Meteorologisch　In－

　stituut（オランダ王立気象研究所）

MIPAS　MichelsonInterferometerforPassiveAtmo－

　spheric　Sounding（受動型大気観測用マイケルソン干

　渉計）

MOZAIC　Measurement　of　OZone　by　Airbus　In－ser－

　vice　AirCraft（民間定期航空機を用いたオゾン観測）

MPI　Max　PlanckInstitute（マックス・プランク研究

　所）

NAO　North　Atlantic　Oscillation（北大西洋振動）

NAT　Nitric　Acid　Trihydrate（硝酸三水和物）

NILU　Norwegian　Institute　for　Air　Research（ノル

　ウェー大気研究所）

OCLI　Ozone　CLimate　Interactions（オゾンと気候変

　動の相互作用・ECの成層圏研究群のひとつ）

OMP　Observatoire　Midi－Pyrenees（ミディ・ピレネー

　観測所）

OSIRIS　Optical　Spectrograph　and　InfraRed　Imag－

　ing　System（光学分光器と赤外撮像システム）

POAM　III　PolarOzone　andAerosol　Measurement皿

　（極域オゾンおよびエアロソル観測センサIII型）

POH　Partially　Oxidized　Hydrocarbons（部分的に酸

　化された炭化水素）

PSC　Polar　Stratospheric　Cloud（極成層圏雲）

QUOBI　Quantitative　Understanding　of　Ozone　losses

　by　Bipolar　Investigations（両極域オゾン破壊量の定

　量的理解のための観測計画）

SAGE　III　Stratospheric　Aerosol　and　Gas　Experi－

　ment　III（成層圏エアロソル・気体成分観測センサIII

　型）

SCIAMACHY　SCanning　Imaging　Absorption
　spectroMeter　for　Atmospheric　CartograpHY（大気

　成分地図作製用走査型撮像分光計）

SLIMCAT　Single　Layer　Isentropic　Model　of　Chem．

　istry　And　Transport（大気化学輸送モデルのひとつ）

SMHI　Swedish　Institute　for　Metrology　and
　Hydrology（スウェーデン計測学・水文学研究所）

SMR　Sub－Millimeter　Radiometer（サブミリ波放射

　計）

SOLO　StratosphericOzoneLOss（成層圏オゾン破

　壊・ECの成層圏研究群のひとつ）

STACCATO：Influence　of　Stratosphere－Tropo－

　sphere　exchange　in　A　Changing　Climate　on　Atmo－

　spheric　Transport　and　Oxidation　capacity（気候変

　動に伴う成層圏対流圏交換が大気中輸送過程と酸化力

　に及ぼす影響評価プロジェクト）

STE　Stratosphere－TroposphereExchange（成層圏対

　流圏交換）

STT　Stratosphere－to－Troposphere　Transport（成層

　圏から対流圏への輸送）

TST　Troposphere－to－StratosphereTransport（対流

　圏から成層圏への輸送）

TTL　Tropical　Tropopause　Layer（熱帯対流圏界面

　層）

UTLS　Upper　Troposphere　Lower　Stratosphere（上

　部対流圏・下部成層圏）

UTTC　Ultrathin　Tropical　Tropopause　Cloud（熱帯

　対流圏界面の極薄状雲）

VINTERSOL　Validation　of　INTERnational　Sate1－

　1ites　and　study　of　Ozone　Loss（国際衛星観測検証及

　びオゾン破壊研究計画）
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